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１．はじめに 

１-１．作成、公表までの経過 

地方自治体においては、各会計年度における支出は、その年度の収入をもっ
て充てなければならないという、「会計年度独立の原則」から、各会計年度内の
現金の出入りを記録する現金主義となっており、歳入歳出決算書や決算統計等
に基づいて経常収支比率等の指標を算定し、財務分析を行ってきました。 
しかし、これらの指標は収支情報を中心としたフローの情報に基づくもので、
現金の支出後は会計上の記録対象とはなりませんでした。取得した財産の減価
償却などを考慮しない現金主義に基づく単式簿記では、資産や債務といったス
トックの情報が含まれていない点に限界がありました。 
そのような状況の中、平成 17年 12月 24日に閣議決定された「行政改革の重
要方針」を受け、地方公会計改革の取り組みとして、「地方公共団体における行
政改革の更なる推進のための指針」（平成 18年 8月 31日）等により、「地方公
会計制度研究会報告書」（平成 18年 5月 18日）で示された普通会計及び連結ベ
ースでの財務書類 4 表（貸借対照表、行政コスト計算書、資金収支計算書、純
資産変動計算書）を平成 21年度までに整備するよう求められました。 
地方公会計制度研究会報告書においては、財務書類の作成方式として「基準
モデル」と「総務省方式改訂モデル」が示されています。「基準モデル」は、す
べての資産台帳の整備と個別出納データ単位での複式簿記化の考え方を初期段
階から必須としているのに対して、「総務省方式改訂モデル」は、暫定的な簡便
法として決算統計等の集計データの活用を認めています。 
全国の市区町村における財務書類の整備状況（平成 23年 3月 31日時点）に

ついては、92.2％の市区町村が作成済もしくは作成中（うち連結財務書類まで 
53.6％）となっており、そのうち「総務省方式改訂モデル」を活用している市
区町村は、82.4％（うち連結財務書類まで 49.6％）を占めています。 
能勢町においては、多くの市区町村が採用している「総務省方式改訂モデル」
により財務書類 4表を平成 20年度決算より作成し公表しています。この度、平
成 22年度決算に基づく普通会計財務書類 4表及び連結財務書類 4表を作成しま
したので公表することとしました。 
 

１-２．財務書類整備の目的 

 地方自治体において、財務書類を整備する目的は、大きく次の二点にまとめ
ることが出来ます。 
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１ 説明責任の履行 

 住民のみなさんから付託された行政資源に対する説明責任については、
財務情報のわかりやすい開示により、財政の透明性を高め、その責任を
より適切に果たすことが出来ます。 

２ 財政の効率化・適正化 

 財務書類から得られる情報を資産・債務管理、費用管理等に有効に活
用することによって、財政運営に関するマネジメント力を高め、財政の
効率化・適正化を図ることが出来ます。 

 

１-３．財務書類整備の効果 

現金主義による地方自治体の予算・決算制度を前提とした場合、新たに発生
主義に基づく財務書類を整備することによる効果としては、次の三点が挙げら
れます。 
 

１ 発生主義による正確な行政コストの把握 

 財政の効率化には正確な行政コストの把握が不可欠ですが、財務書類
における行政コスト計算書を作成することにより減価償却費など見えに
くいコストを含めたフルコストを把握することが出来、これを明示する
ことによりコスト意識の醸成につなげることが出来ます。 

２ 資産・負債（ストック）の総体の一覧的把握 

 貸借対照表を作成することにより、地方自治体がこれまでの行政活動
により蓄積したすべての資産について、その評価額を含めたストック情
報が明示されるとともに、資産形成に要した負債の額とあわせて見るこ
とで、資産と負債（ストック）の総体を一覧的に把握することが可能と
なります。 

３ 連結ベースでの財務状況の把握 

 現行の決算書類に加え、普通地方公共団体を中心とする行政サービス
提供主体の財務状況を一体的に把握することが可能となります。 

 

１-４．貸借対照表（バランスシート）とは 

 貸借対照表は、会計年度末における地方自治体の財政状態（資産保有状況と
財源調達状況）を表す財務書類です。住民サービスを提供するため保有してい
る土地、建物、預金などの財産（資産）と、その資産を形成するための財源（負
債・純資産）がどのように調達されたのかを総括的に対照表示した一覧表です。 
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 また、資産合計額と負債・純資産合計額が一致し、左右がバランスしている
表であることからバランスシートとも呼ばれます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１-5．行政コスト計算書とは 

 行政コスト計算書は、4月 1日から翌年の 3月 31日までの 1年間の行政活動
のうち福祉活動やごみ収集といった資産形成に結びつかない行政サービスに係
る経費（経常行政コスト）とその行政サービスの直接の対価として得られた財
源（経常収益）を対比させ、純経常費用（純経常行政コスト）をあらわす財務
書類です。 
 また、退職手当引当金や減価償却費といった発生主義特有の非支出コストも
計上され、計算書の縦列では行政コストの性質別（人にかかるコスト、物にか
かるコストなど）に、横列では目的別（生活インフラ・国土保全、教育、福祉
など）に区分してあらわされています。 
 

１-６．純資産変動計算書とは 

 純資産変動計算書は、貸借対照表の「純資産の部」に計上されている各数値
が 1年間でどのように変動したかをあらわしている財務書類です。 
 貸借対照表の純資産の部は「これまでの世代が負担してきた部分」ですので、
この 1年間で「これまでの世代」の負担が増えたのか減ったのかがわかります。 

１-7．資金収支計算書とは 

 資金収支計算書は、民間企業会計におけるキャッシュフロー計算書にあたり、
この 1 年間の歳計現金（＝資金）の出入りの情報を、性質の異なる３つの区分
（活動）に分けて表示した財務書類です。「経常的収支の部」、「公共資産整備収
支の部」、「投資・財務的収支の部」に分類することで、地方自治体のどのよう
な活動に資金が必要とされ、それをどのように調達したかをあらわしています。 
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資産 負債

　…

　… 純資産

　歳計現金

　…

貸借対照表 行政コスト計算書

経常行政コスト

経常収益

―
＝

純経常行政コスト

資金収支計算書

収入

―

支出

＝

歳計現金増減額

＋

期首歳計現金残高

＝

期末歳計現金残高 期末純資産残高

純資産変動計算書

期首純資産残高

―

純経常行政コスト

＋

一般財源、補助金受入等

±

資産評価替え等

＝

１-8．財務書類４表の関係 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．普通会計財務書類４表 
 

２-１．作成の前提 

 貸借対照表、行政コスト計算書、純資産変動計算書、資金収支計算書は、総
務省方式改訂モデルに基づき作成しています。 
 

１ 対象会計範囲 

    普通会計（一般会計）を対象としています。 
２ 対象年度 

 対象年度は平成 22年度で、平成 23年 3月 31日を作成基準日としてい
ます。ただし出納整理期間（平成 23年 4月 1日から 5月 31日まで）の
収支は、基準日までに終了したものとして処理しています。 

コスト情報 

資産形成のため以外で

発生したコスト一覧表

純資産情報 

純資産の増減と内訳表 

ストック情報 

資産と財源の総括表 

収支情報 

現金の性質別収支状況表 
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３ 作成基礎データ 

 原則として、昭和 44年度以降の決算統計の数値を基礎として作成して
います。一部、対象年度の歳入歳出決算書等の数値を用いて算出してい
ます。 

 

２-２．貸借対照表 
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２-２-１．概要 

 平成 22年度末の能勢町の「資産」は、203億 8,354万 9千円です。この「資
産」を形成するための財源は、国・府の補助金やこれまでの世代が負担した「純
資産」が 153億 244万 2千円となっており、将来世代の負担である「負債」は、
50億 8,110万 7千円となっています。 
 

２-２-２．資産 

 資産には、住民サービスを提供するために使用される「公共資産（売却可能
資産除く）」と、将来資金流入をもたらす「売却可能資産」、「投資等」と、「流
動資産」があります。 
 
 １ 公共資産 

 資産のうち「公共資産」は、「有形固定資産」と「売却可能資産」で構成され
ており、164億 1,032万 3千円と資産合計の 80.5％を占めています。 
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(1) 有形固定資産 
 「有形固定資産」とは、公共資産のうち、長期間にわたって住民サービ
スを提供するために使用される、土地、建物などです。行政目的別に区分
されており、その主な内訳をみてみると、道路などのインフラ整備に 52
億 4,871万 6千円（32.0％）、学校などの教育文化施設の整備に 45億 9,026
万円（28.0％）、農地などの整備に 33億 5,839万 2千円（20.5％）となっ
ています。 

(2) 売却可能資産 
 「売却可能資産」とは、公共資産のうち、遊休資産や未利用資産など、
現在行政目的のために使用していない資産をあらわしており、3,220 万 2
千円を計上しています。 

 
 ２ 投資等 

 資産のうち「投資等」は、第三セクターなどへの「出資金」や特定目的の「基
金」、回収期限が到来してから 1年以上回収できていない債権「長期延滞債権」
など 9億 4,564万 9千円を計上しています。 

(1) 投資及び出資金 
第三セクターである(有)能勢物産センターへの出資金など 1,385 万 9千
円を計上しています。 

(2) 貸付金 
 福祉資金や住宅改良基金などの福祉的な目的の貸付金や地域振興など
の産業振興目的の貸付金などが計上されますが、本町においては該当がな
く未計上となっています。 

(3) 基金等 
 退職手当目的基金が 3億 6,143万 4千円、地域福祉基金や災害対策基金
など特定目的基金が 4億 7,617万 7千円、奨学基金などの定額運用基金が
2,528万 2千円、計 8億 6,289万 3千円を計上しています。 

(4) 長期延滞債権 
町税など、回収期限から 1年以上回収されていない債権が 1億 2,089万

6千円あります。 
(5) 回収不能見込額 
 過去 5年間の回収不能実績をもとに 5,199万 9千円を見込んでいます。 

 
 ３ 流動資産 

 資産のうち「流動資産」には、「現金」、必要に応じてすぐに使える「基金」、
町税などの「未収金」を計上しており、30億 2,757万 7千円となっています。 
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(1) 現金預金 
財政調整基金が 27億 9,763万 1千円、歳計現金が 2億 1,089万 6千円、
計 30億 852万 7千円を計上しています。 

(2) 未収金 
平成 22 年度の収入として調定していた地方税のうち 2,942 万円と保育

料のうち 118万円、計 3,060万円を計上しています。このうち過去の回収
不能実績をもとに、1,155万円を回収不能見込額として計上しています。 

 
 ※前年度との比較 

有形固定資産については、建設事業費の抑制により、資産の取得が減価償却
費を下回ったことにより 3 億 2,751 万 4 千円の減少となり、売却可能資産につ
いては、固定資産評価の時点修正などにより 1,279万 1千円減少しています。 
 基金等については、退職手当目的基金を 1,124 万 1 千円積立ているものの、
その他特定目的基金を取崩している影響から 136 万円の微増となっています。
回収不能見込額については、過去 5 年間の回収不能実績等により計上額が変動
しています。 
 現金預金については、財政調整基金を 5億 572万 5千円積立てたことにより、
大きく増加しました。また、地方税に係る未収金は、徴収強化等の効果により
653万 4千円減少しています。 
 

２-２-３．負債 

 負債は、将来支払義務の履行により資金流出をもたらすもので、将来世代の
負担分といえます。負債には、支払時期が 1 年超の「固定負債」と 1 年以内の
「流動負債」に区分されています。 
 
 １ 固定負債 

 負債のうち「固定負債」は、貸借対照表日(平成 23年 3月 31日)の翌日から 1
年以降（平成 24 年度以降）に支払や返済が行われる予定のものであり、「地方
債」など 46億 6,250万 3千円を計上しています。 

(1) 地方債 
地方債のうち翌々年度以降に償還されるもの 37億 4,538万 3千円を計
上し、固定負債の 80.3％を占めています。 

(2) 長期未払金 
 既に物件の引渡しやサービスの提供を受けたものに対する未払額、ある
いは債務保証や損失補償の履行が決定した額などが計上されますが、本町
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では該当はありません。 
(3) 退職手当引当金 
 貸借対照日(平成 23年 3月 31日)に特別職を含む全職員（翌年度退職予
定者除く）が退職した場合に必要となる退職手当額 9億 1,712万円を計上
しています。 

(4) 損失補償等引当金 
 履行すべき額が確定していない第三セクター等の損失補償債務など将
来負担額のうち、地方公共団体財政健全化法上、将来負担比率の算定に含
めたものを損失補償等引当金として計上するところですが、本町では該当
はありません。 

 
 2 流動負債 

 負債のうち「流動負債」は、1年以内に支払や返済をしなければならないもの
であり、「地方債」や「賞与引当金」など 4億 1,860万 4千円を計上しています。 

(1) 翌年度償還予定地方債 
 地方債のうち翌年度償還予定額は、3億4,743万4千円となっています。 

(2) 短期借入金 
 収支不足が発生した場合は翌年度の予算から前借りする翌年度繰上充
用金を計上するところでありますが、本町では該当はありません。 

(3) 未払金 
 固定負債の長期未払金が翌々年度以降の支出予定額であるのに対し、翌
年度支出予定額は「未払金」として計上しますが、本町では該当はありま
せん。 

(4) 翌年度支払予定退職手当 
 職員に支払う退職手当のうち翌年度に支払う予定額 2,126万円を計上し
ています。固定負債の退職手当引当金との合計額 9億 3,838万円が、現時
点で職員が退職した場合に必要となる退職手当の合計額となります。これ
らに見合う「退職手当目的基金」3億 6,143万 4千円との差額分の退職手
当の支払いは、将来の税収などにより賄わなければならないことになりま
す。 

(5) 賞与引当金 
 翌年度の 6月に支給される賞与のうち当年度に発生した部分、4,991万
円を計上しています。 
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 ※前年度との比較 

固定負債は、地方債の発行額が増加したことなどにより 3億 301万 9千円増
加している。 
 流動負債は、翌年度支払予定退職手当が減少したことに伴い 6,498 万 6 千円
減少しています。 

 

２-２-４．純資産 

 純資産は、資産と負債の差額であり、負債が将来世代の負担分であるのに対
し、純資産はこれまでの世代の負担分であるといえます。純資産は、「公共施設
等整備国府補助金等」、「公共施設等整備一般財源等」、「その他一般財源等」、「資
産評価差額」に区分されています。 
 
 １ 公共資産等整備国府補助金等 

 住民サービスを提供するための公共施設の整備などの財源として国・府から
受けた補助金 55億 8,952万円を計上しています。 
 
 ２ 公共資産等整備一般財源等 

 住民サービスを提供するための公共施設の整備などの財源のうち、上記の
国・府補助金と建設地方債を除いたもの（これまでの世代が支払った税金等に
よる部分）、96億 7,633万 9千円を計上しています。 
 
 ３ その他一般財源等 

 公共資産以外の資産から公共資産整備財源以外の負債を差し引いた額で、
2,175万 7千円を計上しています。これは、翌年度以降の負担額のうち 2,175万
7千円については、使途が拘束されていないことをあらわしています。 
 退職手当引当金や赤字地方債（臨時財政対策債など）など資産形成につなが
らない負債に対して、それらの支出に対する備えが蓄えられていることを示し
ています。 
  
 ４ 資産評価差額 

 売却可能資産の取得価額と売却可能価額との差額や市場価格のある有価証券
の取得価額と時価の差額、1,482万 6千円を計上しています。 
 
※前年度との比較 

公共施設等整備国府補助金等及び公共資産等整備一般財源等については、国
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府補助金等の受入額や公共施設整備への一般財源投入額が減価償却費を下回っ
たため減少しています。一方、その他一般財源等は、補助金等の受入額が減少
したものの、減価償却による財源の増加、公共資産整備への財源投入の増加に
加え、地方交付税が増加したことにより、2億 8,934万 9千円増加しました。 
 

２-２-５．注記 

 注記には、貸借対照表には計上されないが、将来的に能勢町が負担する可能
性のある事項やその他財務上において重要と考えられる情報が記載されていま
す。 
 
 １ 他団体及び民間への支出金により形成された資産 

 他団体及び民間への支出金により形成された資産は、総額で 2 億 8,996 万 5
千円あり、このうち 2億 153万円が一般財源等により充当されています。 
 
 ２ 債務負担行為に関する情報 

 貸借対照表の「長期未払金」、「未払金」に計上されたもの以外に将来負担と
なる可能性があるもの、8億 3,733万円を計上しています。 
 
 ３ 交付税措置地方債の金額 

 地方債残高 40億 9,281万 7千円のうち 30億 2,946万 8千円（74.0％）につ
いては、将来の地方交付税の算定基礎に含まれることが見込まれています。 
 
 ４ 普通会計の将来負担に関する情報 

 普通会計の将来負担額 110億 9,698万円に対して、94億 8,130万 3千円の将
来負担軽減資源があり、実質的負担額は、16億 1,567万 7千円となります。 
 
 ５ 土地及び減価償却累計額 

 有形固定資産 163億 7,812万 1千円のうち、土地が 24億 8,589万 8千円、償
却資産が 138億 9,222万 3千円となります。また、減価償却累計額が 203億 2,798
万 8千円であることから、償却資産の取得価額 342億 2,021万 1千円に対して
59.4％の減価償却が進んでいる（資産老朽化比率）ことになります。 
※ 資産老朽化比率の平均的な値は、35％～50％の間の比率になります。 
 
※前年度との比較 

債務負担行為に関する情報について、前年度にし尿処理施設建設に係る債務



 12

負担行為 12億 4千万円を計上していましたが、事業費確定に伴い大幅な減額（△
5億 7,048万 3千円）となりました。交付税措置地方債の金額については、一般
廃棄物処理事業債の発行等により地方債残高に占める割合は 8.0％増加しまし
た。土地及び減価償却累計額については、減価償却により施設の老朽化が前年
度よりも進んでいることをあらわしています。 
 
 

２-３．行政コスト計算書 
 

 

 
 

２-３-１．概要 

 平成 22年度の「経常行政コスト」は、非現金支出を含め 44億 309万 9千円、
これに対する「経常収益」は、1億 2,190万 3千円（受益者負担割合（比率）は
2.8％）で、「純経常行政コスト」は、42億 8,119万 6千円となります。 
※ 受益者負担比率の平均的な値は、2％～8％の間の比率になります。 
※ 行政サービスを提供する上で最も重要な財源である税収は経常収益に含めないため、経

常行政コストと経常収益を比べると一般的には大幅なコスト超過になります。 
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２-３-２．性質別 

経常行政コスト 

 経常行政コストを性
質別にみてみると、人件
費など「人にかかるコス
ト」は、11 億 6,065 万
3 千円で全体の 26.3％
となっており、施設の維
持管理、業務委託、備品
の購入、減価償却費など
「物にかかるコスト」は、15億 5,267万 5千円で全体の 35.2％となっています。
また、医療費助成などの社会保障給付や他会計への支出など「移転支出的なコ
スト」は、16億 3,750万 5千円で全体の 37.3％を占めており、支払利息、回収
不能見込計上額といった「その他のコスト」は、5,226万 6千円で全体の 1.2％
となっています。 
 
※前年度との比較 

物にかかるコストについては、7,702万 2千円減少しています。要因としては、
全年度の経済対策に伴う事業の終了や、各種システム改修の終了などによるも
のです。 
 

２-３-３．目的別経常行政コスト 

 経常行政コストを目的別に見てみると、福祉が 11億 1,137万 2千円（25.2％）
と最も多く、環境衛生 7億 3,814万 5千円（16.8％）、総務 7億 2,258万 3千円
（16.4％）、教育 6億 1,026万 2千円（13.9％）の順になっています。 
 
※前年度との比較 

福祉と環境衛生において、それぞれ子ども手当制度、水道事業会計への繰出
金などの要因により増加となっています。総務において、昨年度は目的別経費
中、最大経費でありましたが、定額給付金支給の終了により減少しています。 
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２-４．純資産変動計算書 

 
 

２-４-１．概要 

 期首に 153億 7,090万円あった純資産残高が、期末では 153億 244万 2千円
円となり、総額で 6,845 万 8 千円減少しています。これは、当年度の純経常コ
ストが地方税、地方交付税、補助金等の受入を上回ったことによります。 
 

２-４-２．純経常行政コストと財源 

 純経常行政コスト 42億 8,119万 6千円に対して、地方税、地方交付税などの
経常的な一般財源が 35億 2,299万 3千円、経常的なコストに対する補助金が 7
億 407万 6千円であることから 5,412万 7千円のコスト超過である状態です。 
※前年度との比較 

純経常行政コストは 5,233 万 2 千円減少しましたが、補助金等受入額も減少
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したため、コスト超過額は 78万 4千円と若干の改善になっています。 
 

２-４-３．臨時損益  

 公共資産の除売却や第三セクター等に対する債権の放棄など、臨時的な要因
によるコストや収入を計上します。 
 
※前年度との比較 

前年度同様、災害復旧事業費を計上しており、その他変動要素はありません。 
 

２-４-４．科目振替  

 公共資産等の整備及び減価償却に伴う財源等の振替を行い、財源の異動を明
らかにしているものです。 
 2億 5,953万 5千円の一般財源が公共資産の整備に、2,784万 6千円の一般財
源が貸付金・出資金等に投下され、貸付金・出資金等の回収等により 4,581万 2
千円の一般財源が回収されたことをあらわしています。 
 減価償却については、8億 4,295万 8千円の減価償却費のうち、国府補助金等
を財源とする部分 3億 494万円、一般財源等を財源とする部分 5億 3,801万 8
千円が、「公共資産等整備国府補助金等」及び「公共資産等整備一般財源等」か
ら「その他一般財源等」にそれぞれ振り替えられています。 
 また、公共資産等整備の財源として発行された地方債 2億 565万 1千円を一
般財源で償還したため、公共資産等整備一般財源等として拘束されたことをあ
らわしています。 
 
※前年度との比較 

平成 21年度国の経済対策に伴う各種事業終了の影響などにより、公共資産整
備への一般財源の投入額が 2,387万 5千円減少しています。 
 

２-４-５．資産評価  

 売却可能資産や有価証券の時価評価に伴う増減額を表しており、評価差額△
1,349万 2千円を計上しています。 
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２-５．資金収支計算書 

［ 自 平成 22年 4月 1日 至 平成 23年 3月 31日 ］  
  （単位：千円） 

     
 

２-５-１．概要 

 「経常的収支の部」で生じた収支剰余（黒字）12億 9,914万 2千円で、「公共
資産整備収支の部」と「投資・財務的収支の部」の収支不足（赤字）12億 8,598
万 1 千円を補てんし、当年度歳計現金は 1,316 万 1千円増加したことをあらわ
しています。 
 

２-５-２．経常的収支の部 

 支出には、人件費、物件費などの日常の行政サービスを行うにあたって必要
な支出、33億 8,788万 5千円を計上し、収入には、地方税、地方交付税などの
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日常の行政サービスのための支出を賄う収入（財源）、46億 8,702万 7千円が計
上されています。この結果、経常的収支差額 12億 9,914万 2千円が公共資産整
備や地方債償還などに充当されることになります。 
 
※前年度との比較 

平成 21年度国の経済対策に伴う各種事業終了の影響などにより、支出におい
ては、物件費、補助金等が減少し、収入においても、国府補助金等が連動して
減少しています。また、地方交付税が増加したものの、退職者の増加に伴う人
件費の増加及び、子ども手当による社会保障給付の増加などにより収支額は、
48万 6千円微減となっています。 
 

２-５-３．公共資産整備収支の部 

 支出には、自団体で社会資本を整備する公共資産整備支出が 5 億 1,544 万 4
千円、他団体に補助金を支出して公共資産を整備する公共資産整備補助金等支
出が 108 万 8千円、他会計への繰出金や補助金等のうち建設費に充てられるも
の 3,309万 7千円、計 5億 4,962万 9千円を計上しています。収入には、公共
資産整備支出の財源となった補助金等、地方債発行額など 2 億 5,671 万 6 千円
を計上しており、この結果、公共資産整備収支の額は 2 億 9,291 万 3 千円の赤
字となっています。 
 
※前年度との比較 

し尿処理建設事業による公共資産整備支出の増加はあるものの、それに伴う
地方債発行額の増加、加えて、平成 21年度国の経済対策に伴い実施した投資的
事業の終了などにより、収支額の赤字が 3,046万 5千円減少しています。 
 

２-５-４．投資・財務的収支の部 

 支出には、借金の返済額、他会計の借金返済に充当するための繰出金や補助
金、他団体等に対する出資、基金への積立額として 10億 4,378万 4千円を計上
し、収入には、支出の財源となった補助金等や公共資産の売却収入などで 5,071
万 6 千円を計上しています。この結果、投資・財務的収支額は 9 億 9,306 万 8
千円の赤字となっています。 
 
※前年度との比較 

地方債償還額減少などにより、収支額の赤字が 464万 5千円減少しています。 
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２-５-５．注記 

 １ 一時借入金に関する情報 

 一時借入金の借入限度額は 6 億円となっており、最大 6 億円の一時借入が行
えますが、実際に借入は行われず、利子の支払額も発生していません。 
 
 ２ 基礎的財政収支（プライマリーバランス）に関する情報 

 基礎的財政収支とは、政策的な支出を新たな借金に頼らずに、その年度の税
収等で賄われているかどうかを表すものです。具体には、「歳入総額（前年度繰
越金を除く）から地方債発行額及び財政調整基金の取崩額を除いたもの」から
「歳出総額から地方債元利償還額及び財政調整基金の積立額を除いたもの」を
差し引いて算出します。基礎的財政収支が均衡するということは、地方債発行
残高の増加を抑制する条件となり、将来負担の軽減につながるものといえます。 
 
※前年度との比較 

基礎的財政収支は、地方債発行額の増加（一般廃棄物処理事業債）により 2
億 1,084万 6千円悪化したものの、財政調整基金への積立などで 2億 9,958万 3
千円の黒字となり、将来負担の軽減が図れています。 
 

２-６．普通会計財務書類を活用した分析 

２-６-１．社会資本形成の世代間負担比率 

 社会資本の整備結果を示す公共資産を、これまでの世代と将来世代でどれだ
け負担するかを示す割合で、貸借対照表の数値を用いて算出します。 
 

 
 
 平均的な値としては、過去及び現世代負担比率は 50％～90％の間、将来負担
比率は 15％～40％の間の比率になるといわれていますので、能勢町の世代間比
率は概ね平均的な水準であるといえます。 
 なお、比率を算出する上で、社会資本形成の財源とならない地方債も含まれ
るため、現世代負担比率と将来世代負担比率の合計は 100％になりません。 
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２-６-２．住民一人あたりの貸借対照表 

 
住民一人あたりに換算すると、一人が保有する全財産（資産合計）は、168
万円です。これを身近なもので例えると有形固定資産は、現に住んでいる住宅
のことで 135 万円の資産価値があるといえます。他には売れる資産として土地
建物を 3千円、将来的に資金化できる定期預金や株券を 7万 7千円、すぐに使
える普通預金や現金を 25万円保有していることになります。一方この財産を形
成している財源が負債と純資産であらわされます。168 万円の財産に対して、
41万 9千円は住宅ローンなどの借金に頼っており将来の返済が必要ですが、残
りの 126万 1千円はこれまでに負担してきた自分の財産といえる部分です。 
 平均的な値としては、住民一人当たりの資産額は、100万円～500万円の間の
金額、住民一人当たりの負債額は 30万円～200万円の間の金額になります。 
 

２-６-３．歳入額対資産比率 

 歳入総額に対する資産の比率を算定することにより形成されたストックであ
る資産は何年分の歳入が充当されたかを見ることができます。 
 

 
 
※ 「資産合計」は、貸借対照表の数値を使いますが、「歳入総額」は、資金収支計算書の

各部の収入合計の総額に期首歳計現金残高を加算して算出します。 
 歳入額対資産比率の平均的な値は、3.0～7.0の間になります。 
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２-６-４．行政コスト対税収等比率 

 行政コスト計算書における純経常行政コストに対する一般財源等の比率を見
ることによって、当年度に行われた行政サービスのコストから受益者負担分を
除いた純経常行政コストに対して、どれだけが当年度の負担で賄われたかをあ
らわします。 
 比率が 100％を下回っている場合は、翌年度以降へ引き継ぐ資産が蓄積された
か、あるいは翌年度以降へ引き継ぐ負担が軽減されたこと（もしくはその両方）
をあらわし、比率が 100％を上回っている場合は、過去から蓄積した資産が取崩
されたか、あるいは翌年度以降へ引き継ぐ負担が増加したこと（もしくはその
両方）をあらわしています。 
 

 
 
※ 「純経常行政コスト」は行政コスト計算書、「一般財源」及び「補助金等受入」は純資

産変動計算書の数値を使用します。 
行政コスト対税収等比率の平均的な値は、90％～110％の間の比率になります。 
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３．連結財務書類４表 
 

３-１．作成の前提 

 連結貸借対照表、連結行政コスト計算書、連結純資産変動計算書、連結資金
収支計算書は、総務省方式改訂モデルに基づき作成しています。 
 

１ 対象会計範囲 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 対象年度 

 対象年度は平成 22年度で、平成 23年 3月 31日を作成基準日としてい
ます。ただし、出納整理期間（平成 23年 4月 1日から 5月 31日まで）
の収支は、基準日までに終了したものとして処理しています。 

３ 作成基礎データ 

 普通会計や、国民健康保険等の特別会計、一部事務組合・広域連合に
ついては、原則として、昭和 44 年度以降の決算統計の数値を基礎とし、
一部対象年度の歳入歳出決算書などにより作成しています。地方公営企
業（水道事業会計）や土地開発公社、第三セクター等については、それ
ぞれの決算書を基礎としています。 

４ 個別財務書類の作成（組み換え、相殺等） 

 貸借対照表などの財務書類を作成していない特別会計などは、普通会
計と同じく総務省方式改定モデルにより作成しています。 
 企業会計や土地開発公社、第三セクターなどは、それぞれの会計基準
により財務書類を作成しているので、連結財務書類の科目に統一するた
めに、項目の追加や分割、変更などの組替を行っています。 
また、出納整理期間がある会計とない会計の出納整理期間中の資金の
収受についても調整を行っています。 

区分 会計・団体・法人の名称
普通会計 普通会計

水道事業会計
農業集落排水事業特別会計
下水道事業特別会計
国民健康保険特別会計
老人保健事業特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計
国民健康保険診療所特別会計
豊能郡環境施設組合
猪名川上流広域ごみ処理施設組合
大阪府後期高齢者医療広域連合

地方三公社 能勢町土地開発公社
第三セクター等 有限会社能勢物産センター

一部事務組合・広域連合

公営事業会計
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各々の財務書類を連結するに当たっては、連結の範囲となる普通会計、
公営事業会計、一部事務組合等の個々の行政サービス実施主体を一つの
行政サービス実施主体とみなして作成するため、連結内部の会計間の取
引（お金のやり取り）は相殺され、連結財務諸表にはあらわれません。 

 

３-２．連結貸借対照表 

 
 

３-２-１．概要 

 連結ベースでみると平成 22年度末の能勢町の「資産」は、383億 9,225万 9
千円です。この「資産」を形成するために、これまでの世代が負担した「純資
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産」は、260 億 5,090 万 2 千円となっており、将来世代の負担である「負債」
は、123億 4,135万 7千円となっています。 
 

３-２-２．資産 

 １ 公共資産 

 普通会計の貸借対照表に計上した道路や学校などの施設に水道、下水道、一
部事務組合におけるごみ処理施設などの資産も加えて、すべての公共資産が計
上されています。全資産のうち 84.56％を占める公共資産の計上額は、324 億
4,515万 2千円となっています。 
 これを普通会計と比較すると 1.98倍になり、特に水道施設、ごみ処理施設な
どが加わった「環境衛生」で 12.67 倍と大きく増加しているほか、下水道施設
が加わった「生活インフラ・国土保全」が 2.17倍、農業集落排水施設などが加
わった「産業振興」で 1.18倍になっています。 
 
 ２ 投資等 

 普通会計の貸借対照表に計上した基金などに加えて、水道事業会計が保有す
る町引継建設改良積立金や一部事務組合が保有する基金、国民健康保険特別会
計で計上する長期延滞債権などが加えられることにより 17億 276万 8千円を計
上し、普通会計の 1.80倍となっています。 
 しかし、普通会計の貸借対照表に計上した第三セクター等への出資金は、連
結内部の取引として相殺消去されています。 

 
 ３ 流動資産 

普通会計の貸借対照表に計上した財政調整基金や歳計現金等の預金現金のほ
か、連結対象会計・団体等の現金預金及び未収金などが加えられることにより、
42億 4,433万 9千円を計上し、普通会計の 1.40倍となっています。 
 
 ４ 繰延勘定 

繰延資産の計上はありません。 
 

３-２-３．負債 

 １ 固定負債・流動負債 

 水道、下水道及び一部事務組合におけるごみ処理施設などの公共施設の整備
に借り入れた地方債により、固定負債においては2.49倍の116億620万1千円、
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未払金や地方債の翌年度償還予定額などにより、流動負債においては 1.76倍の
7億 3,515万 6千円を計上しています。 

 

３-２-４．純資産 

 １ 純資産 

 純資産の合計は、260 億 5,090 万 2 千円が計上されており、普通会計に比べ
ると 1.70倍となっています。これは主に水道、下水道、一部事務組合を連結し
たことによる影響です。 
 

３-２-５．社会資本形成の世代間負担比率（連単比較） 

 

 
 
 「過去及び現世代負担比率」においては、普通会計の 93.2％から連結では
80.2％に低下し、逆に「将来世代負担比率」は、普通会計の 24.9％から連結で
は 34.7％に上昇しています。これは、大阪府営水道導入に伴う簡易水道統合整
備や農業集落排水事業を含めた下排水整備、加えて一部事務組合におけるごみ
処理施設の建設において、多くの借入を行ったことによるものです。これらの
施設は、数十年にわたり使用するものであることから、将来世代もその負担を
わけあうことになります。 
 
※前年度との比較 

 連結貸借対照表において、前年度と比較してみると借入金残高や退職手当引
当金は、減少していることから町全体として将来の負担は減少していることと
なります。 
しかしながら、社会資本形成の世代間負担比率を算出する上では、社会資本
形成の財源とならない地方債も含まれることから、「過去及び現世代負担率」が
前年度の 79.0％から 80.2％に上昇したにもかかわらず、「将来世代負担比率」も
結果として前年度の 33.8％から 34.7％に上昇することとなりました。 
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３-３．連結行政コスト計算書 

３-３-１．概要 

 普通会計に加えて、水道、下水道、国
民健康保険、介護保険、診療所などにお
ける1年間の行政活動のうち資産形成に
結びつかない行政サービスに係る経常
的な経費（経常行政コスト）として、87
億 1,798万 2千円を計上しています。 
また、経常収益では、普通会計に加え
て、水道、下水道の事業収益や国民健康
保険税、後期高齢者医療及び介護保険の
保険料、診療報酬など、行政コストに対
する直接的な収入、29 億 4,193 万 7 千
円を計上しています。 
これにより純経常行政コストは、57
億 7,604万 5千円となります。 
 
 
 

３-３-２．行政コスト計算書の連単比較 

 「社会保障給付」については、国民健康保険、介護保険及び広域連合におけ
る後期高齢者医療などが加わったことにより 9.73倍の 38億 4,020万 1千円を
計上し、「その他行政コスト」については、(有)能勢物産センターにおける売上
原価などを計上したことにより 1 億 9,839 万 7 千円の皆増となっています。一
方「他会計等への支出額」については、会計間の取引の相殺消去により皆減と
なっています。経常行政コスト合計では、1.98倍の 87億 1,798万 2千円となっ
ています。 
 また、収入では、特別会計等における負担金が加わり、「分担金・負担金・寄
付金」が 65.85 倍と大幅に増えるとともに、特別会計の保険税等や独立採算を
前提としている水道事業などの企業会計における事業収益などにより、合計で
24.13倍の 29億 4,193万 7千円となります。 
 その結果、純経常行政コストは、1.35倍の 57億 7,604万 5千円にとどまって
います。 
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※前年度との比較 

 連結行政コスト計算書において、前年度と比較してみると、経常行政コスト
では、国民健康保険、介護保険及び後期高齢者医療広域連合における「社会保
障給付」が、高齢化の進捗を反映するように着実に増加（2億 6,581万 2千円）
しています。 
 経常収益では、「分担金・負担金・寄付金」の増加はあるものの、行政コスト
全体（純経常行政コスト）では、1億 2,643万 3千円減少する結果となりました。 
 

３-４．連結純資産変動計算書 

３-４-１．概要 

 普通会計に加えて、水道、下水道、国
民健康保険、介護保険、診療所などを一
つの行政サービス実施主体とみなして、
貸借対照表に計上している純資産がどの
ように変動したかをあらわしています。 
また行政コスト計算書に計上される行
政コストに対する直接的な収入以外のも
のについては、「補助金等受入」などに計
上されます。 
 連結ベースの純資産残高は、期首の
262 億 95 万 4 千円から 1 億 5,005 万 2
千円減少し、期末では 260億 5,090万 2
千円となっています。 
 
 

３-４-２．純資産変動計算書の連単比較 

 「補助金等受入」については、下水道、国民健康保険、介護保険及び後期高
齢者医療広域連合などの補助金が加わり 3.04倍の 21億 4,261万 8千円を計上
しましたが、一般財源における「その他行政コスト充当財源」は、会計間の取
引の相殺消去により普通会計よりも減少することになりました。 
 期末の純資産残高については、水道、下水道などが加わったことにより 1.70
倍の 260億 5,090万 2千円を計上しています。 
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３-５．連結資金収支計算書 

［ 自 平成 22年 4月 1日 至 平成 23年 3月 31日 ］  
  （単位：千円） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

３-５-１．概要 

 普通会計に加えて、水道、下水道、国民健康保険、介護保険、診療所など連
結全体での歳計現金の出入りの情報をあらわしています。「経常的収支の部」で
は 14億 3,679万 1千円の黒字、「公共資産整備収支の部」では 2億 6,997万 3
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千円の赤字、「投資・財務的収支の部」では 5億 4,484万 3千円の赤字になって
おり、全体で 6 億 2,197 万 5 千円の黒字となりました。つまり、連結ベースに
おいても公共資産整備及び投資・財務活動における赤字を税や使用料、事業収
益などの一般財源で補てんしていることを示しています。 
 

３-５-２．経常的収支の部（連単比較） 

 連結内での会計間の相殺消去により「他会計等への事務費等充当財源繰出支
出」は皆減となりましたが、水道、下水道、診療所、一部事務組合などが加わ
り「人件費」、「物件費」が増加し、国民健康保険、介護保険及び後期高齢者医
療広域連合などにより「社会保障給付」が大きく増加したため、支出合計で 2.21
倍の 74億 8,875万 4千円となっています。 
 収入でも、相殺消去により「その他の収入」が減少しましたが、特別会計の
補助金、負担金や保険料（税）、企業会計における事業収益などが加わったこと
により、収入合計で 1.90倍の 89億 2,554万 5千円となりました。 
 

３-５-３．公共資産整備収支の部（連単比較） 

 連結内での会計間の相殺消去により「他会計等への建設費充当財源繰出支出」
は皆減となりましたが、水道及び下水道施設整備などにより支出が増えました。
しかし、補助金、地方債などによる収入も増えたことから収支額は 2,293 千円
改善し、△2億 6,997万 3千円となりました。 
 

３-５-４．投資・財務的収支の部（連単比較） 

 連結内での会計間の相殺消去により「他会計等への公債費充当財源繰出支出」
は皆減となります。また、連結ベースでは、財政調整基金（普通会計）の取扱
が資金となり投資・財務的収支に計上されないことから、地方債償還額の増加
はあるものの、結果として収支額は 4 億 4,822 万 5 千円改善し、△5 億 4,484
万 3千円となりました。 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


